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＜安芸地域＞＜安芸地域＞＜安芸地域＞＜安芸地域＞

項目名及び事業概要、主な事業主体 これまで�主な成果と課題
<これまで�主な成果：○　課題：◆>

インプット（投入）
<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>

1  ナス産地におけるまとまりづくりとブラ
ンド化�推進

《室戸市、安芸市、東洋町、奈半利町、田野町、安
田町、北川村、芸西村》

　主産地である安芸市において、ナス産地として�
まとまり�再構築に取り組む。また、消費地から要
望�高い品種である、「土佐鷹」�栽培拡大を全域
に推進していく。

【ＪＡ土佐あき】

○部会�活性化
　・研究会ナス部会へ�参加者増による活
動�活性化（安芸集出荷）
　　参加者数：H21年度(126人）、22年度(174
人）、23年度（228人）、24年度（325人）
○土佐鷹�推進
　・栽培候補農家�リストアップによる26園
芸年度推進目標面積(40ha)�設定と意識統
一ができた。
　・H24園芸年度土佐鷹販売実績：出荷量
3,428t、販売額12.8億円（ＪＡ出荷ナス�21%)
○安芸集出荷場�まとまりづくり
　・場�新規加入者数(H22～25園芸年度)合
計26名
　・ナス出荷量�増加（単位ｔ）
園年　　　　　H20　　  　H21　   　H22　　  　H23　　　　H24(前年比)

ＪＡ全体   　17,169    17,803     16,236     17,648　　 16,597 ( 94.0%)

 安芸場       3,385      3,971      3,841     　4,378　　　4,402 (100.5%)

○JA土佐あき全体�消費拡大委員会準備
委員会が発足
◆系統率�向上（安芸市H23年度：57.2%)
◆土佐鷹�面積拡大(H25園芸年度26.7ha)

①系統出荷率向上へ�取り組み
・まとまりづくりチーム会、打合せ会(産地振興方策案等�
協議、８回)
・個人出荷者も参加する地区会�開催(4/24、8/7、
10/29、11/14：下山・伊尾木、5/1、8/9、11/12：中央・川
北・北)
・営農相談日�開催(4/17、5/17、6/17、10/17､11/14、
12/20）
・土佐あき地域園芸戦略推進会議を開催(8/6）
・園芸戦略推進会議で決定したナス産地振興に関するア
ンケート調査�実施

②土佐鷹�推進
・土佐鷹普及推進協議会作業部会(次作栽培面積把握と
対策、4月以降随時)
・総合1チーム会、園芸研究会(土佐鷹栽培ごよみ改訂版
協議、2回)
・土佐鷹普及推進協議会総会を開催(9/25）

販売促進、出前授業等�企画や内容協議
・JA幹部と�協議会(6/14）で、設立に向けた各市町村へ
�説明会�開催を提案

・販促活動・出前授業等�開催支援(8回)

・ＪＡ土佐あき消費拡大連絡協議会�設立総会を開催
（10/4)。

２　ユズを中心とした中山間振興

《室戸市、安芸市、安田町、北川村、馬路村》

　日本一�ユズ産地として、生産性�向上や品質
�低下を防止するとともに、ユズ果汁等�販路拡
大に取り組み、ユズ販売額�向上を図る。

①新植改植�推進　　　　【ＪＡ土佐あき】
　･青果�生産拡大と品質向上
　･計画的販売�強化
②将来にわたってユズ園を維持管理する仕組みづ
くり【ＪＡ土佐あき、ＪＡ馬路村】
③ユズ果汁等�安定供給と積極的な販路開拓【Ｊ
Ａ土佐あき、ＪＡ馬路村】

（ＪＡ土佐あき）
○新植、改植�推進へ�取組み（H21～
23）、県選抜系統を活用した母樹園が設置さ
　れた。
○果汁�販売対策として計画的に施設整備
を進め（北川村：Ｈ２１：搾汁施設、Ｈ２４：
　果汁殺菌設備）、ＪＡ内に販売対策チーム
も設立した（Ｈ２４）。
○ＥＵ向けに青果輸出に取り組み始めた（Ｈ
２４：３ｔ）
○北川村ゆず振興協議会で作業受託組織
を検討することとなった。
◆隔年結果及び品質低下対策
◆母樹園を活用した優良系統�普及
◆ユズ銀行（作業受託組織Ｈ２３末解散）に
代わる新たな労働補完体制�検討

（ＪＡ馬路村）
○ゆず茶（Ｈ２１）及び化粧品（H22）�加工
施設を導入した。
○加工品�販売実績が徐々にで�あるが
増加している。
○販売拡大に向けて新商品開発を進めてい
る（Ｈ２４：シャーベット２種、ポン酢１種）
◆（株）ユズ組合による作業請負等�継続
及び新たな仕組み�検討(馬路村)

①新植、改植�推進（ＪＡ土佐あき）
・栽培講習、改植事業等�勉強会（33回）
②将来にわたってユズ園を維持管理する仕組みづくり
・北川村ゆず振興協議会等で�検討（11回）
③ユズ果汁等�安定供給と積極的な販路開拓
・県版ＨＡＣＣＰ取得へ�指導（5回）
・加工原料�品質ワンランクアップ（勉強会等�開催：30
回）
・販路拡大に向けた活動�継続
・ＥＵ向け青果ユズ�輸出
・海外で�ユズ賞味会参加（ＪＡ土佐あき）
・消費者交流イベント開催（ＪＡ土佐あき10/20、ＪＡ馬路村
11/2～3）

３　ポンカンを活用した新商品�開発と販
路�拡大

《東洋町》

東洋町�特産品であるポンカンを活用した商品開
発と既存商品を含めて�販路開拓を行う。

【甲浦�果樹仲間】

○ポンカンを活用した商品開発（ポンカンドリ
ンク、ポンカンドレッシング）
○Ｈ２２販売数１，８０７本
○ポンカンドリンク�チラシを作製。県外(関
西）で5社�セールス活動を行い、新規取引
が成立（大阪、業務用酒販　１社）した。
（H24)
◆販売戦略�策定
◆販路拡大
◆知名度�向上
◆脆弱な営業体制
◆商品�生産体制
◆新商品開発

・販路開拓�ため大阪府で業務用酒販４社（３社が新規、
１社�取引継続中）へセールス活動（6/17）
・岡山県�業務用酒販に販路拡大
・定例会�開催(2回）
・「守口市民まつり」においてポンカンドリンクとポンカンと
ゴマ�ドレッシングを販売ＰＲした。(11/2,11/3)
・高知県県産品eコマースサイトへ�掲載申込



指標・目標

・土佐鷹�作付面積　26.9ｈａ

・ＪＡ土佐あき消費拡大連絡協議会が設立(10/4）

【指標】
安芸市�系統出荷率
（H21：52%）
（H23：57%）
土佐鷹�作付面積
（H23:29ha）
（H24:27ha）

【目標（H27）】
安芸市�系統出荷率
６０％
土佐鷹�作付面積
８０ha

【H25到達点】
安芸市�系統出荷率
（58%）
土佐鷹�作付面積
（40ha）

アウトプット（結果）
<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じて生じる プラス�変化を示すこと>

①系統出荷率向上へ�取り組み
・生産と販売に関する各チーム�産地振興方策案が作成で
きた。また、作成支援したJA�「中期営農計画」がJA総代会
(6/27)において承認された
・個人出荷者へも情報提供ができた(計50人)
・新病害対策等�情報提供ができた(計203人)。
・営農アドバイザー制度�検討、土佐鷹を含むナス産地振興
�協議�場づくりなど、まとまり�強化による産地振興方策
が決定された。
・ナス振興に係るアンケート調査を実施、２月下旬�土佐鷹
生産者大会や１、２月�本部園芸運営委員会等で協議するこ
とが決定した。

②土佐鷹�推進
・栽培面積見込み�再推進�結果、前年並�26.9haとなっ
た。
・土佐鷹栽培ごよみ改訂版�作成ができた。
・土佐鷹振興�協議�場づくり、契約販売推進など、26園芸
年度�生産及び販売�推進方策、また、27園芸年度�推進
目標面積(40ha)が協議、決定された。
・土佐鷹生産者大会�開催が決定した（２月下旬）。

販売促進、出前授業等�企画や内容協議
・JA土佐あき消費拡大委員会準備委員会�支部事務局、支
部長がほぼ確定した。
・ナスで�環境保全型農業�取り組みやナス�「おいしさ」に
ついて消費者にPRできた。（収穫体験317人）
・ＪＡ土佐あき消費拡大連絡協議会が設立され、横浜で開催
される高知園芸品販売促進イベント（2/8～9）等に取り組むこ
とが決定した。

①新植、改植�推進（ＪＡ土佐あき）
・果実品質アップに向けて関係機関が連携して指導を展開し
ており、生産者も適期防除等に取り組んでいる。
②将来にわたってユズ園を維持管理する仕組みづくり
・北川村内�生産者アンケートを実施（7月）して、方向性を検
討することとなった。
・アンケート�集約から生産者�意向を確認できた。
③ユズ果汁等�安定供給と積極的な販路開拓
・北川工場、中山工場が県版ＨＡＣＣＰ取得へむけ準備を進
めており、２月に審査を受ける。
・加工原料�品質ワンランクアップに向けて関係機関が連携
して指導を展開しており、生産者も適期防除等に取り組んで
いる。
・在庫果汁が順調に販売され、代金精算も進んでいる（ＪＡ土
佐あき）。
・新たな加工品2種を発売することとなった（ＪＡ馬路村）。
・ＥＵ向け青果ユズ�輸出（9月：400ｋｇ、10～11月：2.5ｔ）
・ユズ収穫前に消費者交流会、消費地ＰＲを実施し、消費拡
大に向けて効果的な時期に実施することができた。

（ＪＡ馬路村）　２５年1月～11月末
加工品販売額
･ユズ茶　　６６，２８２，４３２円
･化粧品　　８５，２２９，００２円
･ポン酢他ユズ加工品　２，８３４，３８２，２２２円

【目標値（H27）・指標】
（ＪＡ土佐あき）
･青果出荷受入量
　４００ｔ　(H22:297t　H23:370t)
･加工仕向け量
　４，６７０ｔ　(H22：4,250ｔ)
･加工用果皮出来高量
　 安芸１，０００ｔ(H23:631t)
　 北川８０ｔ(H23:31t)
（北川村、馬路村）
･作業受託新組織：各１
（ＪＡ馬路村）
加工品販売額
･ユズ茶　１６０百万円(H21:80百万円)
･化粧品　　５２百万円（H21:17百万円）
･ポン酢他ユズ加工品　２，０７０百万円
　　　　　　　　　　　　　(H21:2,000百万円)

【Ｈ２５到達点】
（ＪＡ土佐あき）
･青果出荷受入量　４００ｔ
･加工仕向け量　　　４，５００ｔ
･加工用果皮出来高量
　　　安芸：８４０ｔ
　　　北川：　６０ｔ
（北川村、馬路村）
組織設立に向けた方向性�決定
（ＪＡ馬路村）
加工品販売額
･ユズ茶　　１６０百万円
･化粧品　　５２百万円
･ポン酢他ユズ加工品　２，０７０百万円

・サンプル商品により各直営飲食店等にて試験的に提供。
・eコマースサイトへ�掲載をきっかけにラベル�変更を行うこ
ととした

・取引継続中�１社�今後も継続。 【指標（Ｈ22）】
商品アイテム数：2アイテム
既存商品�販売数：1,807本

【目標（Ｈ27）】
商品アイテム数：4アイテム
商品�販売数：5,000本

【（Ｈ25）到達点】
商品アイテム数：3アイテム
商品�販売数：3,000本
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項目名及び事業概要、主な事業主体 これまで�主な成果と課題
<これまで�主な成果：○　課題：◆>

インプット（投入）
<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>

５　エディブルフラワーを活用した新商品
�開発と販路�拡大

≪芸西村≫

　食べられる花「エディブルフラワー」�認知度アッ
プを図るとともに、生食用エディブルフラワー�販
路開拓と新たな加工品等�開発による販売促進や
経営体制�構築を支援することにより、生産者�
所得�向上を目指す。

【第２香南くろしお園】

６　白下糖�生産�拡大と新商品�開発

≪芸西村≫

　伝統ある芸西村�白下糖づくりを伝承し、白下糖
�生産拡大と新たな加工品を開発・販売することに
より、白下糖�ブランド化（認知度アップ）と地域生
産者�所得�向上を目指す。

【芸西村製糖組合、芸西村、生産者グループ】

○ サトウキビ収穫量：H23年度 25トン（前年
比20％アップ）：H24年度38トン
○ 先進地視察：H23年度（黒潮町：黒糖新製
造ライン等）：H24年度（香川県：脱葉機視
察）
○ 安芸地域資源活用共有会議で白下糖を
使用した料理�試食(H23年度)
○芸西村地域AP産業推進連絡会議開催（5
回）(H24年度)
○ 芸西白下糖�成分分析�実施(H23年度)

◆製糖組合員�高齢化に伴い伝統技術�
継承者（後継者）�育成
◆白下糖を活用した新商品・加工品�開発
◆サトウキビ作付面積�拡大
◆製造施設�機能強化

◆関係者協議開催（5回）
◆製糖組合長と�打ち合わせ（3回）
◆脱葉機導入

４  「安田(あんた)�白い夢」�販路�拡
大と新商品�開発

《安田町》

　マンゴー大福「安田�白い夢」を中心に、大都市
圏�バイヤーに対して具体的な提案を行っていく。
　また、町内で生産される農産物（マンゴー、イチジ
ク、アスパラ等）を使用した新たな商品を企画開発
し、県外を中心に販路開拓を行って、雇用�確保と
生産者�所得�向上を図る。

【安田町・生産者】

○「安田（あんた）と夢ファクトリー『キララ』プ
レオープン（H24.4.25）
　　指定管理者：デトワール　スタッフ９名雇
用（うち７名地元採用）
○正式オープン（H24.6.3）
　　マンゴー大福、地元産牛乳�シューク
リーム、文旦やブルーベリー�タルトほか
２０種類�洋菓子を製造・販売
○まるごと高知テストマーケティング
（H24.9.29～年末まで）
○柚子味噌、トマトを使用した試作品を作製
○テストマーケティングにおけるアンケートを
集計
○高知龍馬空港�直営売店で�販売開始
（H24.2.23～）
   　2/23�到着出口にて無料配布（約700
個）
◆導入した製造機械で�本格生産に向けた
大口�販路開拓
◆原材料�安定確保に向けた仕組みづくり

・キャンペーン、フェア、イベント等：１０回
・営業・商談：多数

○H23年度 栽培ハウス�増棟（現在ハウス
２棟で生産　５４０ｍ2）
　H24年度　生花　20店舗に納品
○H23年度 「弥太郎商人塾」に指導員が参
加し、加工品「お花ソルト」をつくる。
　H24年度　20店舗に納品・H25.3月～伊勢
丹で販売
○H23年度 安芸地域資源活用共有会議で
エディブル料理・スイーツ�試食、提案
○H24年度芸西村地域AP産業推進連絡会
議開催（5回）
◆エディブルフラワー�認知度アップ
◆生花、加工品�販路拡大
◆営業活動が指導員一人�ため営業力、広
報不足
◆加工場等施設�機能強化

◆打合せ会実施（3回）
◆関係者協議開催（1回）
◆チーム会開催（1回）

７　土佐備長炭�生産・出荷・販売体制
�強化

≪室戸市、東洋町≫

土佐備長炭�生産量�増大と後継者�育成を図
る。

【室戸市木炭振興会、土佐備長炭生産組合】

○室戸市木炭振興会（H19設立）、土佐備長
炭生産組合（H21設立）を組織化。
○産振補助金を活用して共同窯や製品保管
庫を設置し、生産量�増及び規格�均一化
が図られた。研修窯を設置して安定的な研
修生�受け入れが可能となった。
◆品質が評価され、知名度も上がりつつも、
紀州産と�価格差が解消されていない。
◆室戸市木炭振興会で�、原木�共同購
入・共同出荷�取り組みがなされておらず際
立った増産に�至っていない。
◆2事業体とも研修生�受け入れを行い、後
継者�育成に努めているが、研修後�就業
する時点で�窯�確保が不安（初期投資）。
○製品規格を10種から19種へ拡げ、末端利
用者�ニーズに対応。（生産組合）
○オガ炭及び薪�生産について検討。（生
産組合）

・産振補助金（共同窯４基等）に申請した。（生産組合）



指標・目標アウトプット（結果）
<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じて生じる プラス�変化を示すこと>

・脱葉機�導入後�作業量：2,000～2,500kg/日

【指標】
売上高
（H23:施設整備）
（H24:生産開始）

【目標（H27）】
100百万円

【H25到達点】
25百万円

・産振補助金�交付決定を受けた（9/20）。
・共同利用窯2基が着工した。

【指標・目標（H27）】
新規就労者　５名
共同窯設置　４基
生産量増産　３０ｔ/年
新規商品開発　１商品
原木供給施設　１箇所

【H25到達点】
新規就労者　３名
共同窯設置　４基
新規商品開発　１商品

【指標】
　サトウキビ収穫量
　（H22　20トン）

【目標（H27）】
　　　　　　40トン

【H25到達点】
　　　　　　38トン
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＜安芸地域＞＜安芸地域＞＜安芸地域＞＜安芸地域＞

項目名及び事業概要、主な事業主体 これまで�主な成果と課題
<これまで�主な成果：○　課題：◆>

インプット（投入）
<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>

８　木質バイオマス活用�促進

≪安芸市、芸西村≫

林地残材等を熱エネルギーとして利用していく。

【ＪＡ土佐あき、(有)安岡重機、高知バイオマス
ファーム、高知東部森林組合】

○木質ペレット製造工場�稼働（H22.11～、
安芸市企業）
○園芸用木質ペレットボイラー�設置（H21
～H24 72基）

◆木質ペレットボイラー�導入により、目標
としている資源�利用量�達成する見込み
である。しかし、木質エネルギー�地産地消
を目指すうえで�、地域内�ペレット需要量
に対して地域内�供給量が不足しており、
木質ペレット�需要と供給�バランスが取れ
ていない
◆木質ペレット�原料である間伐材�搬出
量と価格が不安定
◆燃焼灰�処理
◆園芸用木質ペレット�流通体制

◆一次破砕機�部品調達に係る国内ルート�確保
◆ペレットボイラー設置に係る補助事業�導入（30台）

○モナッカ新バッグ�商品化（H21）
○産業振興推進総合支援事業による新商
品�開発、試作（H21～22）
○国内外�展示会へ�出展
○骨壷、子供用ベッドを新商品として開発
（H22～）
◆営業部門�活動�強化
◆森、木、エコ、田舎�ストリー性を含めた
商品紹介�継続
◆展示会やＨＰで�アンケートにより収集し
た顧客意見�活用と商品力アップ
◆環境先進企業（協働�森参加企業等）へ
�社用バッグ、ギフト用品等�提案
◆新商品�開発、商品�ＰＲ、販売戦略�
見直し
◆ヤナセスギを前面に出したブランド販売戦
略
◆木製品�出荷額及び雇用者数�現状維
持

◆元気四国物産展(4月)に出展（エコアス）
◆ＴＯＳＡＺＡＩ展（4月）に出展（エコアス）
◆インテリア・ライフスタイル（6月）に出展（エコアス）

９　林業加工品�販売�促進

《馬路村》

木材加工品�販売を促進し、事業体�雇用�確保
と経営安定を図る。

【エコアス馬路村、馬路村森林組合】

１１　水産加工�促進と販路�拡大

≪室戸市≫

　高知県内で漁獲される水産物�県内加工を強化
し、魚価�安定化と県内における産業として�水産
加工業�強化育成を図る。

【有限会社タカシン水産、高知県漁協】

○水産加工施設（室戸工場）を整備し、加工
品製造を開始
○地元で11名を雇用
○生産技術が向上し、安定した品質と生産
量が確保され取引先、生産金額�順調に増
加
　〔継続取引先�H23年9件（県内7・県外2）
からH24年15件（県内10件・県外5）に増加〕
〇自社ＨＰや商品紹介パンフレット�作成に
より会社情報を発信し、知名度が向上。
◆大口で安定的な取引先�確保
◆さらなる生産性�向上と衛生管理体制�
スキルアップ
◆新たな商品開発力�強化
◆販路拡大�ため�営業活動�体制強化

・タカシン水産が高知大学�土佐フードビジネスクリエー
ター人材創出事業を受講（120時間�講義）することを決
定した
・「おとめまぐろ」�取引協議を実施した
・低価格魚�サンプル提供を受け、加工利用�可能性�
検討を行なった
・衛生管理講習会を開催した
・近海マグロ（鮮魚）�船上高鮮度処理試験を実施した
・東京シーフードショーに出展した

１０　キンメダイ�ブランド化に向けた取
組

≪室戸市、東洋町、奈半利町≫

　将来的に地域ブランドとして確立することを見据
え、消費拡大と販売を促進する。

【芸東水産業改良普及協議会】

○県外�市場・流通関係者と県漁協と�販
売ルート�構築
○高知県産キンメダイ�認知度向上
　・マリンエコラベル認証取得による産地イ
メージ�向上
　・県外で�高知フェア、見本市、商談会、産
地交流会等で�PR
　・PR用�ポスター、ノボリ、料理レシピ等�
販促資材�作成および配布
○キンメダイ加工品開発と、県漁協による販
売�開始
◆関西圏を中心としたキンメダイ�効果的な
PR活動�実施
◆冷凍加工品�開発と地元消費�拡大
◆漁獲量減少に対応するため�漁獲量確
保対策�検討及び実施

・加工品�レベルアップ�ため�地元関係者、加工業者
及び大手量販店による、試食会�開催（3回）
・居酒屋などに納品を行っている大阪�仲買（室戸市出
身）にキンメダイ冷凍フィレ�サンプルを提供
・水産物ブランド化推進事業補助金�導入
・京都�料亭にキンメダイ冷凍フィレ�サンプルを提供



指標・目標アウトプット（結果）
<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じて生じる プラス�変化を示すこと>

【指標】
木製品出荷額
(H22:233百万円)
雇用者数
（Ｈ22:59人）

【目標(H27)】
233百万円　　59人

【H25到達点】
233百万円　　59人

◆部品調達�迅速化
◆ペレットボイラー30台�設置（芸西村22台、安芸市8台）

◆機械トラブルによる休止期間�縮減
◆県産材�利用量�増加（木質ペレット使用量485ｔ（原
木材積1,213m3）)

◆元気四国物産展：商談（即売）149件
◆ＴＯＳＡＺＡＩ展：商談2件
◆インテリア・ライフスタイル：商談126件

◆元気四国物産展：成約（即売）149件
◆インテリア・ライフスタイル：成約4件

【指標】
ペレット生産量能力
（H23：1,000ｔ/年）
木質資源利用ボイラー設置台数
（Ｈ23：67基）

【目標(H27)】
1,500t/年   100基

【H25到達点】
 700t/年　  102基

【指標】
H20～22平均単価
　(1,146円/kg)

【目標】
1,200円/kg

【H25到達点】
県漁協流通課�室戸市場で�キンメダ
イ取扱量2.3%、1,000万円
（H24実績1.6%、693万円）

・おとめまぐろ�回転寿司店と�取引契約が成立し、昨年度
より2㌧増�17㌧販売�見通しが立った
・低価格魚�「鮮魚」として�高評価が得られ、居酒屋チェー
ン店へ�販売に向けた取組が開始される事となった
・加工場職員�衛生管理に関する意識向上につながった

・講座�受講を通じて品質管理、衛生管理�レベル�
向上を図るとともに、新たな人脈つくりに生かすことが
可能となる
・「おとめまぐろ」�知名度が浸透しつつあり、販売量�
増加につながっている。また、おとめまぐろ�販促活動
を通じて、他�商品�販路拡大にもつながった。
・生産、販売ともに順調に推移しており、11月末時点で
�売り上げ�昨年同期比�115%となっている。

【指標】
加工品販売金額
H22：4,700万円
H23：6,700万円

【目標：H27】
12,000万円

【H25到達点】
8,600万円
継続取引件数県内12件、県外10件

・外部から加工品に関する有益なアドバイスが得られた
・鮮魚がない時期�代替品として冷凍フィレが高い評価を受
ける
・冷凍フィレ�品質も問題なく、調理�手間がかからない点に
おいて高い評価を受けた

・加工品�レベルアップと今後�取組むべき方向�一
つが示された。
・冷凍フィレ�納品につながった。（8月末で28kg、11月
末で約30kg）
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＜安芸地域＞＜安芸地域＞＜安芸地域＞＜安芸地域＞

項目名及び事業概要、主な事業主体 これまで�主な成果と課題
<これまで�主な成果：○　課題：◆>

インプット（投入）
<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>

１２　加工体制�強化等によるシラス�
魚価等�向上

《安芸市》

加工処理能力�向上等によってシラス�水揚げ量
�増加、及び漁家所得�向上を図る。

【民間企業、安芸漁協、安芸おじゃ娘】

○シラス加工施設完成（H24）
○地元から�雇用創出（H24）
○企業、漁協、漁業者による加工処理能力
向上に向けた協議（H23）
　・漁業者・漁協・シラス加工業者と�協議を
実施し、漁業関係者�シラス加工処理能力
�向上による浜値上昇を希望している。
◆現状�加工処理能力で�盛漁期に値崩
れを起こしやすく、既存加工業者による新た
な設備投資、新たな加工業者�参入等が必
要
○シラス佃煮等�商品開発（H21）
　・各種イベントで�PRや直販所で�販売を
通じて商品�認知度が高まってきている。
◆衛生管理・製造体制�強化、収益性�向
上、販路拡大

・安芸水産と�協議（９回）
・県外漁協と�協議（１回）
・安芸おじゃ娘と�協議（４回）
・産振アドバイザー活用（安芸水産）(２回）

１４　酒粕等を活用した新商品�開発と
販路�拡大

《田野町、安田町》

　酒粕等を活用した商品を開発し、販路を拡大して
いくことにより、雇用�確保と地域�経済�活性化
を目指す。

【四国部品㈱中芸工場】

○酒粕スイーツ「蔵乃風」等�開発、販売開
始（Ｈ２２～２３）
　新商品�試作・開発や、商談会へ�参加
等により販路開拓を進めている。
○酒粕ドレッシング�開発、販売開始（Ｈ２２
～２４）
　酒�実ヴィネグレッドソース�商標登録
（準備中）。
◆事業として成立させるため�販売場所及
び体制�確立
◆製造コスト�低減や製造工程�機械化�
検討による収益性�向上
◆地域食材�活用促進、関係者間�連携
強化、商品ブランド化
◆ダイイチ・ダルマ食品�事業廃止
（24.12.28）による、事業継承者�確保

・県内外�高知県物産展等へ�出展（１１回）
・急速冷凍機等�導入
・産業振興計画シンポジウムで�商品展示(４回)
・も�づくり総合技術展で�商品展示（1回）
・新商品�開発・販売（３品目）

１３　海洋深層水�利用拡大

 《室戸市》

　スジアオノリ�増産試験及び施設拡大�検討を
行うとともに、販路拡大、商品開発に取り組む。
　室戸海洋深層水アクア・ファームにおける海洋深
層水給水量�拡大を図る。室戸ジオパーク海洋深
層水サイトとして、アクア・ファーム�受け入れ体制
を強化し、観光客へ�PRを行う。

【室戸市、高知県漁協高岡支所】

○生産性向上�ため�技術的改良や施設
整備及び販売先�確保により、収支が黒字
化し大幅な経営改善が図られている。
◆さらなる生産性�向上及び販路�確保・
拡大に向けた取り組みが必要である。
◆増産を行うために�施設�拡大も一つ�
選択肢となるが、施設�拡大について�漁
協支所�経営状況も考慮した慎重な対応が
必要となる。
◆種苗生産技術者�退職による種苗生産
技術及び養殖生産量へ�影響�確認が必
要である。
○アクア・ファーム入館者が増えたことによ
り、より多く�人に海洋深層水を知ってもらう
ことができた。
○ジオパークサイトと連携した説明・PRがで
きる体制づくりが図られた。

・スジアオノリ生産不調時に漁業指導所、深層水研究所に
よるアドバイスを実施

１５　完全天日塩�生産�拡大と観光へ
�活用

《田野町》

　製塩ハウス施設等�整備と併せて新たな就業者
�確保・育成を行なうとともに、塩づくり体験や特産
品開発を通して完全天日塩�産業化と交流人口�
拡大を図る。

【田野町、民間事業者】

○体験用製塩ハウス�完成（H２４）
　県観光拠点等整備事業費補助金を活用し
体験用施設を整備したことにより、今後�体
験受入れ�環境ができた。
○地域おこし協力隊�募集（Ｈ２４）
　２５年度から４名�地域おこし協力隊を採
用することにより、観光�企画・運営等に関
わる人材�育成に取り組んでいる。
◆集客できる体験メニュー�充実
◆観光メニュー�実施体制�確立及び新規
就業者�確保にむけた人材育成

・地域おこし協力隊�導入（町内４名、４月～）
・製塩体験施設　プレオープン（5/3）、本格オープン（9/5）
・施設で�見学等受入れ実施（１,０４４人）



指標・目標アウトプット（結果）
<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じて生じる プラス�変化を示すこと>

・徳島県和田島漁協から、原魚確保することが決定。 ・安芸地域�漁獲量が例年減少する春以降に、和田島
漁協から原魚を確保することにより、年間を通じて加工
場を稼働させる一助となった。

【指標】
水揚げ金額
(H23.1～12：189,231千円）
（H24推計：244,000千円）

【目標（H27）】
201,000千円

【到達目標（H25）】
96,000千円

【指標】
・スジアオノリ販売額
H22　20,000千円
・アクアファーム�海洋深層水使用料
H22:27,000千円
　
【目標(H27)】
30,000千円
35,000千円

【H25到達点】
26,500千円
30,000千円

・顧客獲得�ため�商品PRができた。 【指標】
酒粕商品販売額
（H23  4,200千円）

【目標(H27)】
42,000千円

【H25到達点】
16,200千円

・スジアオノリ�4-6月�売上げ�6,248千円で昨年同期比
86％
・スジアオノリ�7-9月�売上げ�6,461千円で昨年同期比
93％
・スジアオノリ�4-9月�売上げ�12,709千円で昨年同期比
90％
・スジアオノリ�4-11月�売上げ�19,596千円で昨年同期比
91.8％

・スジアオノリ種苗生産技術者�退職により生産に不
安があったが、順調な生産となっている

・見学等へ�参加者数（１,０４４人）※一部重複あり 【指標】
体験受入回数（H23  50回）
生産量（H23   2t）

【目標(H27)】
体験受入回数:100回
生産量:6t

【H25到達点】
生産量:3t
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＜安芸地域＞＜安芸地域＞＜安芸地域＞＜安芸地域＞

項目名及び事業概要、主な事業主体 これまで�主な成果と課題
<これまで�主な成果：○　課題：◆>

インプット（投入）
<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>

１８　地場産品直販所「かっぱ市」�機能
強化

≪芸西村≫

　地場産品直販所「かっぱ市」�リニューアルオー
プンに伴い、花卉類・鮮魚類�販売を拡充させ、他
�直販所と差別化することで売上�増加を図るとと
もに、地域経済�活性化を図る。
村内で生産される農産物等（ピーマン、黒砂糖等）
を使用した新たな商品を企画開発し、村内産品�
付加価値を高める。

【有限会社かっぱ市、芸西村、生産者グループ】

◆関係者協議（5回）
◆打合せ会(4回）
◆生産者勉強会開催

○H23年10月リニューアルオープン（産振補
助金�投入）　営業時間�延長
○かっぱ市職員が農業創造セミナー等�研
修会に積極的に参加し、具体的な活動計画
を作成するなど、サービス向上・売上増加に
向けた意識�高揚が図られた。（H23）
○産振アドバイザー�助言による試作商品
�販売（H23）
○H24.10月～店内調理場で�弁当等加工
品販売開始

◆花卉類出展量�確保、新商品�開発及
び新商品�原材料確保（サトウキビ等）
◆商品集荷システム�構築
◆テイクアウト商品や惣菜を作るため�調
理施設�確保、商品�充実
◆加工場・飲食施設等�充実

１７　道�駅「田野駅屋」�機能強化（特
産品開発及び情報発信）と施設整備等

《田野町》

　地域�特産品や観光情報�発信機能を強化し、
田野駅屋�集客力を最大限に有効活用する。併せ
て地域農産物等を活用した加工品を開発・販売し、
消費拡大を図っていく。

【田野町、道�駅指定管理者、加工施設指定管理
者、生産者組織】

○加工品７品目開発（H21)、３品目試作
（H22)
○田野駅屋拡張（74㎡増）（H23.3)
　情報発信コーナーが整備されたことで、中
芸地域以東�観光情報発信�拠点として�
期待が高まっている。
○イベント�受入れや参加を通じて、情報発
信や田野町�PRに取組を進めている。
◆加工品�開発に関して�、10品目�開
発・試作がされてきたが、販売面において十
分な成果を上げるまでに至っていない。
◆情報発信機能�更なる強化
◆地場産品を活用した魅力ある特産品（加
工品）�開発と販売体制�強化

・GW臨時観光案内業務等�実施（8日間)
・県内外イベント等へ�出展（３回）
・地域おこし協力隊�導入（町内４名、４月～）
・主催イベント�開催（１回）、イルミネーション�実施（１
回）
・他団体イベントと�連携（１回）

１６　キラメッセ室戸「楽市」�機能強化

　室戸市内屈指�交流拠点である道�駅キラメッ
セ・室戸�直売市「楽市」�機能を強化することに
より、来場者�増加及び農産物等�加工・県内外
へ�販売等を促進し、生産者�生産意欲及び所得
�向上を図る。

【室戸市】

○平成20年度に楽市�増改築を、平成22年
度に�駐車場�拡張を行い、平成24年�約
25万7千人（キラメッセ全体で約32万8千人）
�来場者があり、売上�2億5千万円（全体
約4億円超え）を超えた。
○県外�店舗・アンテナショップ等へ�野菜
等�販売により、さらに販路が広がった。

◆楽市で扱う野菜・果物等�生鮮品�消費
をさらに拡大し、生産者�意欲・所得向上を
図るために加工品をつくる施設が必要であ
る。
◆加工場を建設すると、既存�駐車場が狭
くなる。駐車場スペース�現在でも十分と�
いえないため、現況地に隣接する保安林を
解除して、新たな駐車場�造成が必要とな
る。

・保安林解除に向けた事務手続き等委託費用を室戸市�
6月補正予算に計上
・キラメッセ室戸�指定管理者による地元住民へ�保安
林解除に対する事前�聞取り調査(6月）
・基本計画策定に向けた協議�実施（3回）

１９　安芸地域における広域観光�振興

《安芸地域全域》

　地域内にある観光資源をさらに磨き上げながら、
地域内で一泊以上滞在できる周遊観光や教育旅
行に取り組むことにより、安芸地域全体�経済�
活性化と雇用�場づくりを推進する。
【安芸広域市町村圏事務組合、市町村、観光協会
等、地域団体、民間事業者】

　安芸地域�広域的な連携�強化に向けて、さら
に�東部周遊観光�商品化�推進を図るために
地域博覧会を開催する。
【安芸広域市町村圏事務組合】

○観光素材集「土佐東方見聞録」�作成5万
部（H21～22）
　・DVD�作成　500枚（H21）
　・ランドオペレーター１名雇用（H22.6～）
　　素材集を活用した県外エージェントやマ
スコミへ�営業活動を展開。特に森林鉄道、
室戸ジオパーク、モネ�庭をメインに東部地
域�面的なPRを実施。今後�足がかりにつ
なげている
○エージェントセールス（H25.1.10～11中四
国、H25.2.5～6関西)
◆広域的な連携強化
◆戦略的な商品造成
◆体験メニュー�充実と人材育成
◆地域博覧会�開催（平成27年度）に向け
た準備

・高知県東部地域博覧会基本計画策定員会（策定委員29
名）
・高知県東部地域博覧会基本計画策定業務委託
　（事業費3,540千円、県補助1,770千円）
・高知県観光人材育成研修（６回）
・高知県広域観光アドバイザー事業（研修４回）
・高知県東部地域博覧会基本計画策定検討委員会（８回）
・高知県東部地域博覧会推進協議会準備会（３回）
・高知県東部地域博覧会推進協議会設立総会
・高知県東部地域博覧会基本計画策定検討委員会 代表
委員会（1回）
・藤村製糸工場跡地へ�記念館建設に向けた協議（6回）



指標・目標アウトプット（結果）
<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じて生じる プラス�変化を示すこと>

【指標】
キラメッセ楽市へ�来場者数
（H23以前244,968人）

【目標(H27)】
258,000人

【H25到達点】
整備基本構想�策定

・勉強会参加者：生産者12名、かっぱ市2名 【指標】
売上額
　（H22　87,000千円）

【目標（H27）】
　　　　106,000千円

【H25到達点】
　　　　119,000千円

・臨時観光案内所へ�来客数（1,019人） ・観光客等�ニーズを把握することができた。
・田野駅屋�認知度アップに繋げることができた。

・6月補正予算350万円を確保。
・保安林解除に対する地元住民�大筋�合意。
・関係機関等と�連携・情報共有。

【指標】
圏内主要施設訪問者数
(H22:120,394人）
圏内宿泊者数
（H22:137,439人）

【目標（H27）】
圏内主要施設訪問者数
140,000人
圏内宿泊者数
150,000人

【H25到達点】
圏内主要施設訪問者数
125,000人
圏内宿泊者数
140,000人
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＜安芸地域＞＜安芸地域＞＜安芸地域＞＜安芸地域＞

項目名及び事業概要、主な事業主体 これまで�主な成果と課題
<これまで�主な成果：○　課題：◆>

インプット（投入）
<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>

○広報�強化、施設�充実等により、高額
プログラムであるドルフィンスイム�参加者
が大幅に増加、それに伴い、事業収入が増
加し運営�安定�土台が築けた。
　また、平成２４年度に新たな施設及び陸上
プールを整備したことにより、より安心・安全
にふれあい体験が利用できるようになり、物
販・休憩スペースも確保され、来場者�満足
度�向上に向けた準備が整った。

◆ジオパーク等地域�観光素材を組み合わ
せた情報発信
◆より多く�集客を図るため�広報・営業�
検討
◆周辺施設等と�連携による集客

・施設リニューアルオープンに向けた情報発信（インター
ネット、テレビCM、雑誌掲載、チラシ作成及び配布）

２０　世界ジオパーク認証を活かした観光
�振興

≪室戸市≫

　世界ジオパークに認証された室戸ジオサイトにお
ける受入体制�整備や商品開発に取り組み交流
人口�拡大を図っていく。

【室戸市、室戸ジオパーク推進協議会、室戸市観
光協会】

○H23.9.18に世界ジオパーク認証を受けた。
○看板や遊歩道、駐車場など�環境整備、
ガイドやジオパークマスター�養成研修
（H21～H23）�実施等により、室戸ジオサイ
トにおける受け入れ体制�整備が図れた。
○ジオガイド養成講座�実施により、ガイド
登録者が増加した（H25.4.1時点48人）。
○モニターツアー�実施（H24)により、ツ
アー参加者�ニーズを把握できた。
○日本ジオパーク全国大会�開催（H24）に
より約2,200人が本大会に参加し、それに伴
う宿泊・食事利用等による経済効果があっ
た。また、地域住民と�連携が図られ、室戸
ジオパーク�理解促進につながった。
○拠点施設整備�基本計画ワークショップ
�開催（H24）により、地域住民が積極的に
関わった計画�策定ができた。

◆受入体制�強化
◆拠点施設整備

・ふるさと雇用基金事業活用
H25:23,354千円（専門職員3名・インフォメーションセンター
職員2名）
・高知県観光拠点等整備事業費補助金活用
H25:拠点施設整備基本設計業務委託事業
4,333千円（事業費6,500千円）
H25:拠点施設整備実施設計業務委託事業
5,666千円（事業費8,500千円）

２１　イルカ�ふれあい体験による交流
人口�拡大

≪室戸市≫

　室戸ドルフィンセンター�待合施設やシャワー施
設を備えた施設建設により、利用者満足度�向
上、物販スペース等�拡大による事業売り上げ�
向上を図る。また、陸上プール設置及びイルカ飼育
頭数を増やすことによる体験者�増加を図る。

【ＮＰＯ法人室戸ドルフィンプロジェクト、室戸市】

安芸「釜あげちりめん丼」楽会検討会(6回）
安芸市ボランティアガイド�会総会(1回）
入河内大根�こそう会総会(1回）
安芸「釜あげちりめん丼」楽会総会(1回）
「商い甲子園」実行委員会（7回）
じゃこサミット実行委員会(8回）
じゃこサミット開催(10/12～13）
ＰＲキャラバンへ�参加(2回）
安芸市観光大学（ボランティアガイド養成講座）(修了者10
名）
「まるごと高知・食�商談会」出展：まる弥カフェ（11/15）

２３　スポーツキャンプ�まちづくり

≪安芸市≫

タイガースキャンプ�存続�みならず、社会人や大
学など�ノンプロ野球部�キャンプ誘致、特に龍馬
伝を機に、三菱グループへ�働きかけなど、スポー
ツキャンプ�まちづくりを推進する。

【安芸市】

○キャンプ誘致活動�結果、関西�大学・
高校を中心に合宿等�効果が出てきてい
る。
○球場�改修計画策定

◆安芸球場改築設計委託業務（H24から繰
越）
◆計画的な改修�実施（財源対策）
◆効果的なプロモーション�実施
◆大会等�誘致

・安芸球場改築設計委託業務を実施中

２２　岩崎弥太郎と地域食材を活用した
観光�振興

《安芸市》

「岩崎弥太郎」をより一層売り出しながら、また安芸
�安心・安全な地域食材を活用し、新たな加工品
�開発と既存商品�磨き上げを行うことで、交流人
口�拡大による安芸市�経済�活性化を図るとと
もに、生産者�所得�向上を目指す。
　
【安芸市、生産団体・グループ、民間事業者・加工
業者、安芸市観光協会、「�ばたけ弥太郎」安芸市
推進委員会、安芸「釜あげちりめん丼」楽会、安芸
市観光ボランティアガイド�会、ＪＡ土佐あき婦人
部、入河内大根�こそう会】

○ボランティアガイド�育成（40名）　（H21～
H24）
　・新たな特産品�開発（8品目）　（H21～
H23）
　・こころざし社中入場者（H22目標10万→実
績113千人）
　・安芸観光情報センター�設置（H23.3)
　　ボランティアガイド�力量アップや観光に
係る人材が育成されてきた。地域食材を活
かした（ナス、シラス）食�提供�動きにつな
がってきている。
○JA土佐あき婦人部「商人塾」受講
　　なすまん�生産増（人材育成）、販路拡
大に向けた動きにつながっている。
◆岩崎弥太郎を活かした取組�強化
◆地域食材を活用した加工品�開発と販売
◆食�提供�強化



指標・目標アウトプット（結果）
<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じて生じる プラス�変化を示すこと>

・１四半期�集客が、前年�同期比較で倍増した。（6,218人
→10,766人）
・２四半期�集客が、前年�同期比較で2割増加した。（9,694
人→12,464人）
・１０～１１月�集客が、前年�同期比較で3割増加した。
（2,376人→3,257人）

・１四半期�収益が大幅に増加した。（前年同期比較で
約5割増加。）
・２四半期�収益が前年同期比較で約2割増加した。
・１０～１１月�収益が前年同期比較で約3割増加した。

【指標】
室戸ドルフィンセンター来場者数
H22:22,181人
 
【目標(H27)】
室戸ドルフィンセンター来場者数
（H27.25,000人）

【H25到達点】
27,000人

・主要施設等における来訪者等�数値�、認定後2年目にお
いても室戸ジオパークガイド�実績（認定前�6倍以上）を筆
頭に室戸岬を中心として一定�効果を維持している。

・雇用効果
H25:専門職員3名・インフォメーションセンター職員2名

【指標】
ジオパークガイド登録者数(H22:20人）
ジオパーク関係施設来訪者(H22:53,473
人)
※ドルフィンセンターを含む

【目標(H27)】
登録者数40人
来訪者数70,000人

【H25到達点】
登録者数50人
来訪者数70,000人

「まるごと高知・食�商談会」     成約数　２件
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＜安芸地域＞＜安芸地域＞＜安芸地域＞＜安芸地域＞

項目名及び事業概要、主な事業主体 これまで�主な成果と課題
<これまで�主な成果：○　課題：◆>

インプット（投入）
<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>

２５　マリンスポーツ体験拠点づくり

≪東洋町≫

　サーフィンやダイビングなどを中心としたマリンス
ポーツ�体験を目的とした修学旅行や企業研修、
サークル活動�受入れ施設を整備するとともに、
新たな体験プログラム�開発を行う。

【東洋町、地元マリンスポーツ関係事業者、観光振
興協会】

◆県外事業者によるダイビングスクール�
開校
◆地元事業者(サーフショップ等）と�協力関
係�構築
◆既存施設を財産（B&G財団）処分する際
�関係機関と�調整

・支援チーム会で�協議(2回）

２４　海�駅を拠点とした地域振興

≪東洋町≫

　高知県�東�玄関口である東洋町に、観光拠点
施設や地元特産品�販売・加工施設、飲食施設等
�機能を付加した「海�駅」を整備することにより地
域�活性化を図る。

【東洋町】

○情報交換会�実施(H21～23)
○順調に売り上げを伸ばしており、平成22年
度に�「海�駅」�施設を増築した。
◆海�駅�再建（平成24年7月に焼失）
◆地域産品を活用した加工品�確保
◆観光拠点機能�付加

・建築工事�入札、4回（3/21、4/16、5/31、6/26）
・東洋町担当課と�今後�取組み協議や情報交換。
・海�駅運営協議会�開催(４回）
・チーム会�開催（２回）

２６　中芸地区における広域観光�推進

≪奈半利町、田野町、安田町、北川村、馬路村≫

　官民が協働して、地域内にある観光資源を磨き
上げ魅力ある滞在型・体験型旅行商品づくりを行
いながら、観光客�増加を図り、地域�経済�活
性化を推進する。

【中芸広域連合、中芸観光協議会、中芸商工会、
観光関連事業者　等】

○H24.4.1中芸観光協議会設立（H24.3.29設
立総会）
○協議会�運営（全体会：２回、
運営会議１０回）
○中芸観光ビジョン�策定（策定委員会：４
回）
○中芸観光スペシャルキャンペーン�開催
（実行委員会：９回）
○イベント等情報収集（６２回）
○ホームページ�開設、イベント等で�観光
情報PR（１，１１０名）
○旅行会社等と�調整（高新観光、伊予鉄ト
ラベル、朝日旅行、土佐電トラベル等）
○観光プロモーション（８回）
◆魅力ある旅行商品�造成
◆ガイド等�受入体制�整備

○地域本部による事務局職員�業務支援（総括・支援員2
名）
○中芸観光協議会運営会議（4回）
○高知県東部博中芸推進委員会（3回）
○中芸地域グルメ開発検討会（2回）
○野根山街道エコモニターツアー�実施
○中芸観光びらき「ほげな祭」検討会（2回）
○ガイド研修会（1回）
○地域グルメ開発に関する講演会

２７　魚梁瀬森林鉄道遺産を活用した交
流人口�拡大

《奈半利町、田野町、安田町、北川村、馬路村》

　森林鉄道遺産（産業遺産、森�仕事、当時�生
活文化等）を中芸地区�新しい地域資源（地域遺
産）ととらえ、そ�適切な保存・管理と、一般層�利
用も視野に入れた活用に取り組み、地域連携を通
して、交流人口�拡大や文化活動�促進を図る。

【中芸地区森林鉄道遺産を保存・活用する会】

○案内看板、遊歩道、駐車場�設置（H21～
23）
　・観光用ビデオ�作成（H22）
　・開通100周年事業�実施（H23～H24）
　・ガイド�育成14名（H21～22）
　　東部地域�新しい観光素材として旅行会
社�注目度が高く、ツアーが催行される。
◆5カ町村広域�窓口�設置
◆ガイド、食事、宿泊等受入体制�強化
◆100周年記念事業を契機とした更なる情
報発信
◆５カ町村共同で�保存・管理・活用計画策
定組織�立上げ着手

・今年度�補助金�インプット�無し。自立的な運営と来
年度以降�全体計画策定に向けた体制整備
・運営体制�強化�ため、役員会�開催(6回）
・支線調査報告会、総会等�マスコミへ�情報提供支援
・隧道カフェ等自発的イベントに伴う行政手続支援
・リョーマ�休日エリアキャンペーン企画（魚梁瀬森林鉄道
乗車体験等）



指標・目標アウトプット（結果）
<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じて生じる プラス�変化を示すこと>

・現状把握と取組方針�確認 ・課題�明確化

・建築業者決定（6/26)
・落成式(12/15)

【指標】
海�駅来場者数
(H22:153,446人)

【目標（Ｈ27）】
海�駅来場者数
180,000人

【Ｈ25到達点】
新施設早期完成

○中芸観光ビジョン�具体化
　・ガイド�スキルアップ研修�実施
　・体験観光�磨きあげ（野根山街道）
　・住民向け広報紙�発行

４月～１１月林鉄関係ツアー受け入れ人数：３５件７４３名 乗車体験実績　439人：対前年比131％ 【指標】
ツアー客数
(H22:1,171人)

【目標（H27）】
1,500人

【H25年到達点】
1,300人



【地域アクションプラン�取り組み状況と成果】【地域アクションプラン�取り組み状況と成果】【地域アクションプラン�取り組み状況と成果】【地域アクションプラン�取り組み状況と成果】

＜安芸地域＞＜安芸地域＞＜安芸地域＞＜安芸地域＞

項目名及び事業概要、主な事業主体 これまで�主な成果と課題
<これまで�主な成果：○　課題：◆>

インプット（投入）
<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>

２８　体験型観光と地域�加工品づくり�
推進　～大野台地�、えいところt～

《田野町》

　交流事業�推進による交流人口�拡大と併せて
新たな加工品開発に取り組むことで、農畜産物�
消費拡大や所得�向上、雇用機会�創出を図る。

【大野倶楽部、田野町】

○体験活動、イベント受入れによる交流
（H22～）、稲田塾�体験合宿（H22～23）
○H22年度に、初めて大野倶楽部主催によ
る体験イベントを企画、実施するなどして
体験メニュー�試行に取り組んだ結果、交
流人口�拡大など一定�成果�見られる。
○東部地域で初めてとなる民泊にも積極的
に取り組んでおり、修学旅行生�受入れ
など今後�展開に期待が持てる。
◆事務局体制�確立、受入れ・実施体制�
強化
◆地域住民へ�活動理念�浸透
◆他地域�資源と連携したメニューづくり
◆活動を収入に繋げていく仕組みづくり

○交流事業�受入れ実施（１回）、主催による実施（１回）
○イベント等へ�出店（５回）
○地区活動�実施（２回）
○加工品（シフォンケーキ）�試販売（１回）
○加工品（〃）�販売開始（10月～）

２９　安田中山地区�活性化プロジェクト

《安田町》

「集落活動センターなかやま」を中心に、地区住民
とふるさと応援隊（地域おこし協力隊）が協力して、
地域資源である自然薯�生産拡大に取り組むとと
もに、地域�観光資源を活用して交流人口�拡大
を図るなど、中山地区を元気にする取組を推進す
る。

【安田町、中山を元気にする会、安田川漁協、自然
薯生産組合、味工房じねん、中山合同女性部】

○安田ふるさと応援隊（地域おこし協力隊）1名�採用
○集落調査員２名�採用
○中山を元気にする会開催(9回）
○なかやま山芋まつり開催

◆集落活動センター�円滑な運営と外部人材�活用

３０　世界に２つ�「モネ�庭」�誘客強
化による交流人口�拡大

《北川村》

　県外で�広告宣伝や、それに連動した営業活動
によって、来園へ�新たな動機付けにつながる施
設整備やイベント�実施をPRして集客力を高め
る。

【北川村、㈱きたがわジャルダン】

○1月末�入園者数（㈱きたがわジャルダン
�決算期�毎年2月から翌年1月まで）
H21.2～H22.1　60,040人
H22.2～H23.1　53,369人
H23.2～H24.1　59,101人
H24.2～H25.1　55,288人  対H23：93.5%　対
H22：103.6%
○コスト削減へ�取り組み
◆開園1年間で20万を超えた入園者数が、
年々減少しておりここ3年�5万人台で推移。
◆ＧＡＰ調査により県外で�認知度が低いこ
とが判明。
◆開園10年を超え、来園動機�落ち着きが
みられることから誘客対策�強化が必要。
◆営業体制�強化が必要

○日帰り可能エリア（四国全域、岡山、神戸）へ�営業、
団体（学校、グループ旅行）へ�営業
○費用対効果を分析し、集客効果、収益性�高いイベント
を実施
○販売部門（ギャラリーショップ、フラワーショップ、カフェ）
�分析、強化
○カフェメニュー�増加

○集落活動センター「なかやま」�開設
（H24．4月）
○中山を元気にする会運営会開催（H24）
○高知大学・安田町連携事業協議会（H24）
○旧中山小学校（集落活動センター）�耐震
診断着手（H24）

◆集落活動センター�円滑な運営と外部人
材�活用
　・地域おこし協力隊員による運営支援�継
続
　・ふるさと応援隊員�活動を通した地域住
民�参加意識�醸成



指標・目標アウトプット（結果）
<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じて生じる プラス�変化を示すこと>

○交流イベント等へ�参加人数(２３人)
○加工品�田野駅屋販売（８回）

○交流人口�拡大（２回 ２３人）

来場者数：対前年比1.5倍～2倍
　　　　　　　　　（抽選券配布枚数より推測）

○GW�来園者数�前年より減少したが、6月�来園者数�
前年より増加

○カフェ�売上�増加

○H25.3～H25.5　入園者数27,752人
　（対同期比　H24：103%   H23:124.8% ）

○８月時点で、今年�入園者数が前年並みから以上と
なる見込み

【指標】入園者数
(H22:53,369人）
(H24:55,288人)

【目標（H27）】
 65,000人

【目標（H25）】
 60,000人


